
Ⅴ．技術者養成
1技術人材養成亭薬
1－1技術研修事塗
〔目的〕新製品の関発や生産技術の向上を図るため、企業の技術者や後継者を受け入れて研修する。

研　 修　 内　 容 研 修 期 間 氏　 名 所 属 群 集 所 名 担 当者

鋳 込み 成 形 技 術 、 右 奇 成
形 型 技 術

平 成 17年 5 月 1g 日・－ 6 月 17 1］ 意 友 美 一 郎 ㈲ ウラペ 小 林 孝 幸
久 田松 学

平 成 17年 7 月 2 1 日へ・8 月 2 6 目 久 田松　 学

鉛 渾 出試 取 平成 17年 5 月 2 3 日～ 5 月 2 4 日 杉 山 義 則

ぬ 永 良 夫

擁 立 陶 器 問 木 須　　 ‾正

デ ザ イ ン ツ ー ル
（コ ン ピュ ー タ）

平成 17年 6 月 1 日～ 9 月 3 0 日 坪 木　 和 也 東 彼 セ ラ ミ ッ クス 桐 山　 有 司

走 査型 電 子 顕 微 鏡 平 成 17年 6 月 6 日 中 村　　 瑞 開 ここツチ ッ

ハイシ リカ事業本 れ

吉 田　 美 樹

平 成 17年 6 月 8 日 岡 應　 英 二 田 崎 文 学 ㈱

横 山　 克 之 ♯ 殖 カ ／ハ ー ー

宝 諸　 武 士

藤 田　 進 一

粉 末 X 繰 回 折 装 置 平 成 17年 6 月 9 日・－ 6 月 2 2 日 泉　　 北 郎 ㈹ 請二島 鉱 山 狩 野　 伸 白

平 成 17年 6 月 1 4 R ～ 8 月 3 0 日 中 村　　 瑞 ㈱ ニ ッチ ツ

ハイシ リカ事薬本 部

平成 17年 6 月 2 3 日ん 7 月 2 2 日 東　　 光 郎 開 五 島鉱 山 山 口　 典 男

平 成 17年 9 月 8 日′－ 9 月 1 6 日 電 ノ転　　 勝 長 崎 総 合 科 学 大 学

林　　 史 揮

平 成 17年 9 月 2 6 日 久 保　 康 一 鯛 ツ ジヲ㌧／

平 成 17年 1 1月 1 6 R ～ 11月 2 5 日 渡 辺　 哲 也 佐 世保 工 業 高 等　　専 門 学 校

ス ク リー ン 印 刷 平成 17年 6 月 2 7 日ん 8 月 3 1 日 領袖ヨ ．太 一 ㈲ 滞 山九 一 窯 兼 石　 膏 也

平 成 17年 10 月 1 7 日～ 10 月 2 8 日 d‖ ll 伸 也

高 温 X 繰 回 折 装 置 平成 17年 7 月 1馴日～ 7 月 2 0 日 中村　　 照 囲 ニ ッチ ツ

ハイシ リカ事表示 部

吉 田　 英 樹

鋳 込型 製 作 平 成 17年 7 月 28 仁王・－ 7 月 2 9 日 橡 野　　 紆 波 佐 見 町 兼 石　 哲 也

デ ザ イ ン （コ ン ピ ュー タ
グ ラ フ ィ ッ クス ）

平 成 17年 9 月 2 7 日～ 12 月 2 7 日 山 口　 絵 美 ㈹ 袖 山 堂 桐 山　 有 司

蛍 光 X 線 分 析 装 置 平成 17年 9 月 28 日ん 9 月 3 0 日 久保　 康 一 開 ツ ジ デ ン 本 須　 一 正

フ ー コエ 変 換 赤 外 分 光 光
度 計

高 松　 宏 行

走 査型 亀 子 顕 微塵 吉 日　 英 樹



研　 修　 内　 容 研修期間 氏　 名 所属事業所名 担当者

製造工程全般 と紬應 平成 17年 10月 17 R へ・　　平成18年 1 月 l：多目 山口　 春階 春お衛門窯 大串 邦男
秋月 俊彦

ベンド試験の方法 平成 17年 11月 8 日 浜崎　 和光 天草陶磁振興協議会 久田松　 草

石膏型製型技術 平成 18年 1 月 10 日～ 1 月2：柑 塚原　 開二 レインボーブリッジ 久田松　 学

平成 18年 1 月24 日～ 2 月 3 日

紬薬 平成 18年 1 月 18 日～ 3 月31日 山口　 奉幣 奉右錮門悪 秋 月　 俊彦

炭素分析装置 平成 18年 1 月2（帽 飯野　 1吾 兵略東芝
セラ ミックス開

木須　 一正

陶磁器製造技術全般 平成 18年 1 月23日～ 3 月31日 木下　 恵子 ㈲菊祥陶器 久田松　 草

画像計測装置を用いた
判定及び解析

平成 18年 2 月 1 日′－3 月31日 岩坪　 範光 ㈱ 日本理 工医学　　研究所 矢野　 鉄也

遠赤外線放射率測定装脛 平成 18年 3 月23日 小鬼　　 櫨 中興化成 工業㈱ 山口　 典男

1－2　セミナー事典
〔目的〕技術相報、デザイン情報の迅速な提供、及び技術革新に対応できる意識改革を国るための
セミナー等を実施する。

、

テ ー マ 〈 ら し と 食 洗 機 そ し て や き も の

期　 日 平 成 1 7 年 1 1月 1 0 日

概　 要 既 に 普 及 率 2 0 ％ を 超 え た 食 洗 機 に つ い て 、 暮 ら し に お け る 要 望 や 関 越 点 、 さ ら に 食 洗 機

対 応 食 森 の 開 発 に つ い て 、 紡 師 の 調 査 研 究 に 基 づ く 具 体 的 な 例 が 示 さ れ た 。

誅　 師 戸 井 田　 園 子 （A l l A b o u t ・家 電 ガ イ ド）

受 絆 者 2 7あ
担 当 者 l 陶 礎 署 科 兼 石 馳

テ ー マ 経 営 セ ミ ナ ー 「ゼ ロ 」 を 「1 」 に 変 え る に は （P A I汀 2）

期　 日 平 成 1 7 年 1 1月 1 8 日

概　 要 前 年 度 p A 灯 1‾P 示 さ れ た 2 1 1杜紀 の 企 業 成 長 に 必 要 な 基 本 的 条 件 と な る 独 白 の 軍 楽 の 創 出

と そ の 持 続 性 、 発 展 性 の 方 策 に づ い て 、 よ り 具 体 的 な 内 容 を 例 7F す る と 共 に 、 参 加 者 を

グ ル ー プ に 分 け て 応 用 演 習 を 行 っ た 。

講　 師 高 田　 随 一 （高 田 技 術 車 扱 所 ）

受 講 者 8 名
担 当 者 l 陳 謝 秋 月 俊 彦



テーマ 上絵員の偵鉛 ・無鉛化について

期　 日 平成17年 12月12 日

概　 要 数年後 に予定されている食■冒．衛生法における鉛溶山基準改正に対応するため、ながさき

和絵具の改良および無鉛和絵具の開発等について検討した。

講　 師 ′ト鳥　 大介 （日本瑳榔軸薬株式会社）

受講者 10名
担 当者 l研那 発科 吉田 英樹

テーマ 天然原料 の高度利用一題朗‾から廃坑I争化まで－

期　 日 平成17年 12月14 日

概　 要 「阿蘇黄土を原料 とするダイオキシン鏡板盟 ・分解剤」と、 「磁器雷光触媒フィルター

を用いた環兎浄化J を中心に、天然原料か ら創 り出された素材を用い、環窮浄化へ活用

した事例を紹介 した。

講　 師 木村　 邦男　くV S I研究会宰堵局）

受講者 21名
担 当者 l研究閑翻 醐 久雄

テー・マ 商品開発 「日本茶の楽しみ方と暑凱

期　 日 平成18年 1 月23 日

概　 要 腱店志向や癒 しのブームにより、見直しの気運が高まる日本茶の楽しみ方について、美

映 しいお茶の入れ方の実演 ・実習を行い、お茶を楽しむための茶器や掛の演山、また、

食育 とお茶と器の関係などについて取払

蹟　 師 嶋田　 祐子 （日本茶インス トラクター）

受訝者 47名
担 当者 l陶磁器科 山下 行男



テーマ 環境閉居と関連するセメン ト化学

期　 日 平成18年 2 月 1 日

概　 要 エネルギー問題、重金属の固定、炭酸ガスの固定化など頻境問題におけるセメン ト化学

の関わりについて正札

講　 師 後藤　 砿史 （山口大学名誉教授 ・培材大学校 （姐周）教授）

受講者 9 名
担当者 l研那 紳 山∩ 典男

テーマ 光触媒の材料開発と産業応用及び標準化

期　 日 平成18年 2 月22 日

概　 要 酸化チタン光触媒ほ、それ 自身が安全無毒で、光の照射、水処理、脱臭、大気浄化、防

汚、抗菌防かびなど、さまざまな応用が可能である。韓威省試算で2020年には 3 兆 9 千

億円の市場規模に達すると予想されている。特に、減税能光触媒の開発、水処理、農業

分野への応用と実用化、評価試験法怒準化について講演．

講　 師 坪田　 博史 （独立行政活人産業技術総合研究所　 中部センター▲　澗戸サイ ト　 サステナ

ブルマテ リア′レ研究部門　 塀韓監セラミックス研究グループ長）

受評者 39名
担当者 l研究開発科 狩野 伸 自

テーマ 多品種少量生産の時代をどういきるか

斯　 ∪ 平成IE牢 3 月1D 臼

概　 要 多品種少監生産の時代を生 きていくための方策として、①現状はどうか （分析）、（診自

分の地域、企業、職場はどうあるべきか （ありたい姿）、③考え方 （思考習慣）、やり

方 （生産方式）はどうあるべきか、④他社に学び、自社独自性をだす （知能から知1息）、

⑤段取 りよくやれることか ら始める。などのポイントについて講演。

講　 師 井上　 元之 （井上セラミックス研究所）

受講者 2 1名
担当者 l陳 謝 畑 鉄也



テーマ ユニパーサ／レデザインの商品間発

期　 日 平成18年 3 月16 日

概　 要 隠齢社会、福祉社会を迎え、これからの時代が必要としている共用晶 （ユニバーサルデ

ザイン商品）について、商品の現状、市場の可能性を含め、商品開発のポイントなどに

ついて誰糾。

講　 師 金ヰ二　幸喜了・（共用品九州）

受絆者 21孝．
担 当者 l研究開発科 削 桐

テーマ 耐熱調理器 （土器）の製造技術と品質特性

期　 日 平成1R年 3 月17 日

概　 要 オープング リルや電子 レンジオープンに対応できる昨火型の耐熱陶磁器製調理器の製造

方法について紹介

講　 師 圃棟　 勝利 く㈱二重ティーエルオー）

受講者 13名
担 当者 l研究閑翻 武内 浩一

テー・マ 生活者の志向性 と住関三重マーケット企画の方向性

期　 日 平成18年 3 月20 日

概　 要 現在の複雑なマーケッ トの 中で生活者が持つ志向からマーケットを分析し、 「過去の常

餓に捕らわれず、今後のスタンダー ドを見山す必要性」や、そのための磯路 ・立案の方

法な ど商品間発のあり方について講軋

蹟　 師 立川　 裕大 （㈱t．亡．k．w）

受訝者 15名
担 当者 l陣 署科 久田松 学



テーマ 陶磁器 ・ファインセラミックスの特許 ・活匠確セ ミナー

期　 日 平成18年 3 月29 日

概　 要 知的財産権、先そ丁朗査の方法、山鹿手続き、取得 した権利の活用について、陶磁器 ・7

ァインセ ラミックス分野で応用可能な実例が示された。

講　 師 弁理士　 内野　 美l羊　 （イ ンフ ィール ド特許鏑標事茶所所長）

受講者 7 名
担当者 l研那 紳 紬 宏行

1－3　技術普及促進事業
〔目的〕無機系材料を活用した新卒芙・新産業の創山を図るため、県内各地に山向いて技術交流会
（県内3ケ所）を開催した。

期 日 一場 所 ①五 島会場 （五ぬ地方 局）　　　 平成 17年 10月 2 4 日

② 大 村 会場 （大村 商工会 議所 ）　 平成 17年 12月 1 5 日

③ 松 浦 会慰 （松 浦 商工 会議所 ）　 平成 18年 1 月 3 1 日

内　　　 容 無機材料 全般 の製 品開発 に携 わ る企 薬の方 に も、広 く当セ ン ター を利用 いただ くた

め、 当セ ンター の活動内容 をお知 らせす る技術交流会 を開僻 した。 技術交流会で は、

窯業技術 セ ン ター の活用 事例 、セ ンター▲で 開発 した 技術や研 究成果 、開発 品の展

ホ、意 見交換会 や個別相 談 会を実施 した。

参　 加　 者 ①五 島会場　 13名　　 （個 別相 談　 1 件 ）

②大村 会場　 14名　　 （個 別相 談　 2 件 ）

（診松浦 全恕　 15名　　 （個別相 談　 0 件 ）

某 【参加 者合計 4 2名 ：個 別相 談合 計 3 件 】

担　 当　 者 （D 五 島 会場　 福 村 冨美子 、山下 紆 軋　 武 内 浩一、矢 野 鉄也 、久 田松 草 、

（H 席者 ） 吉 田 英樹

②大付 会格　 福 相 喜美子 、山 下 行 男、武 内　 酒－、桐 山 有 司 、吉 田 英樹 、

高松 宏行 、小林∴孝幸

③松浦 会場　 福 村 草案子 、山 下 行 男、武 内 浩　 ′、言 出 英樹 、山 口 典 男 、

水軍　 一 正 、山 口　英 次



2学生実習（インターンシップ等）受入
、

実 習　 生 佐 世 保 工 業 高 等 専 門 学 校　 物 質 工 学 科 4 年　 馬 場　 加 奈 子

期　　 閃 平 成 1 7 年 7 月 2 5 ～ 平 成 1 7 年 8 月 5 日

実 習 内 容 光 触 媒 傾 斜 材 料 の 作 興 及 び 評 価

○ 遠 心 分 離 機 を 利 用 し た 傾 斜 材 料 の 作 製 （ポ リ イ ミ ド／複 合 型 光 触 媒 ・5 U S 3 0 ノ1／複 合 型

光 触 媒 ・ ガ ラ ス ／複 合 型 光 触 媒 ・ ア ル ミ 合 金 ／複 合 型 光 触 媒 ）

⊂ ）水 分 を 多 足 に 含 ん だ 試 料 の ペ レ ッ ト 作 製 （凍 結 乾 燥 法 を 利 用 ）

○ 光 学 顔 徴 座 を 用 い た 傾 斜 分 布 の 観 察

担　 当　 者 研 究 開 発 科 ・ 狩 ㈲　 伸 白

実 習　 生 県 立 長 崎 工 蒸 高 等 学 校 （3 7 名 ）

期　　 間 平 成 1 7 年 1 】月 2 8 日

実 習 内 容 新 技 術 や 新 素 材 の 研 究 開 発 、無 菓 技 術 の 現 状 と 閉 居 点 に つ い て 語 義 及 び 開 発 品 の

見 学 等 。

担　 当 者 研 究 開 発 科　 武 内　 浩 一 、 山 口　 典 男 、 高 松 ・ 宏 行

陶 磁 器 科　 山 ‾F 　 行 男 、 秋 月　 俊 彦 、 山 口　 英 次

実 習　 生 県 立 波 佐 見 高 等 学 倭 （1 5 2 名 ）

－‡　 「 平 成 1 7 年 1 2 月 1 2 1］

実 習 内 容 陶 磁 器 染 付 け の 加 飾 （素 焼 へ の 下 絵 付 け ） 実 習 及 び セ ン タ ー 見 辛 等 。

担　 当　 者 研 究 開 発 科　 武 内　 浩 一 、 桐 しぃ　 有 司 、 狩 野　 伸 自 、 高 松　 宏 行 、 木 須　 一 正

陶 磁 器 科　 秋 月　 俊 彦 、 小 林　 孝 幸 、 山 口　 英 次



3受託事業
（1）「産学℡連携による設計・製造基盤技術分野の中條リーダ⊥育成事藁」
〔委託機関】九州大学

九州大学が経済産業省の「産学連携製連中鋲人材育成事業」を受託して実地。
〔概：】】簡　卜・製造基盤技術分野において、これまでに蓄積されてきた技術・ノウハウを題疎

し、各種トラブルに論理的に対応でき、さらに、最新技術情報を的確に分析し、自社
⊥程に最適に採用して、高精度、紺倍額他のある製品を提供するためのリーダーシッ
プを発揮できる能力を有した人材を育成する。

テ ーマ 掬 込み成 形に よ るセ ラ ミックス板の作製

期　 日 平成 18年 1 月 1ノ1日～ 1 月 15 日

内　 容 ① 陶板 ・長尺パ イ プの作製 （実演 と実習）
長崎 県立美術嘩 に施工 され た遼光性檻 茶陶頓 の成形。
（彩花紫 の調製 と排 泥鋳込み の実習
アル ミナ ・ジ′レコニアの泥 絃を調製 し、排泥鋳 込み の実習 を行 う。
③ 石膏 の特性 と特殊 な石 膏型 につい て （説明 と見学）
複雑な製 品 を作製す るた めの石膏型や人物成形用 の石膏型 について、説明 と工場 見学．

測E l師 外部誰師 ： （扶） ノ リタ ケジプサ ム． （有）本 山七‾菅製 型
セ ンター▲：研究 開発科　 武 内　 浩一 、狩 野　 伸 自、 山 口　 典男

陶磁器 科　　 小林　 孝幸

安 蘇者 10名 （三 井 金 属 ‾エニニ蟄、烈 崎 播 磨 、康 ソー 、三 井 鉱 山マテ リアル 、大 光 炉 材 、九州 IN ／lX 、
（企業名） 日本 タ ングステ ン、電気化 学 工耗）

（2）「フレッシュカレッジ　新製造技術分野　新素材活用技術コース」

〔垂托槻閑）財団法人　ながさき地域政策研究所（シンクながさき）
ながさき地域政策研究所が経新産業省の　r地域産茶活性化人材育成準茶」を受託して
実施。

〔概　要】各種“新素材’’の実態とその応用事例を基に、利用分野・物性・加工技術等の基礎技

術を習得させ、製品改善等に対して技術的関心を持ち、企業ニーズに対応できる票農
のある人材を育成する。

テ ーマ （D 構造用 セ ラ ミックス活用 技術
② 長崎 爪のセ ラ ミ ックス産 業 の現状 と膜研究機 関での取 り組み

期　 日 （ち長崎会 場　　 平成 18年 2 月 16 日
佐世保 会場　 平成 柑年 2 月 2 7 日
② 長崎会 場　　 平成 1巳年 2 月 2 3 日
佐 世保 会場　 平成 18年 3 月 9 日

内　 容 （p 身フ丘な構 造用セ ラ ミ ックス
構造用 セ ラ ミックスが活 用 されて いる生産現 場 （工場 ）
将来活 用が姻待 され てい る構 造用セ ラ ミックス
構造用 セ ラ ミックスの評 価 方法 （一 触実習）
② 長崎 県のセ ラ ミックス産 業
霊宝霊 宝 ；夏＝ 冨冨璽写 実署

絆　 師 研 究開 発科　 武 内　 浩一

受 講者 （凱長 崎金 粉　　 7 名
佐世保 会場　 5 名
② 長崎会 場　　 7 名
障 匹保 全堪　 7 名




